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退退  職職  教教  員員  紹紹  介介  



伊澤 雅子 教授 

（海洋自然科学科 生物系） 

 
略歴 

昭和 29年 12月 10日生 福岡県 

昭和 52年 3月 九州大学理学部生物学科卒業 

昭和 52年 4月 九州大学大学院理学研究科修士課程入学 

昭和 54年 3月 同修了 

昭和 54年 4月 九州大学大学院理学研究科博士後期課程進学 

昭和 59年 3月 九州大学大学院理学研究科博士後期課程退学   

昭和 59年 12月 理学博士（九州大学） 

昭和 59年 4月    日本学術振興会奨励研究員従事 

昭和 60年 3月     日本学術振興会奨励研究員期間満了 

昭和 60年 4月     九州大学理学部研究生入学 

昭和 62年 3月     九州大学理学部研究生修了 

昭和 62年 4月    日本学術振興会特別研究員従事 

平成元年 3月      日本学術振興会特別研究員期間満了 

平成元年 4月    九州大学理学部研究生入学 

平成元年 12月    九州大学理学部研究生修了 

平成 2年 1月    北九州市立自然史博物館学芸員従事 

平成 3年 10月     琉球大学理学部助教授従事 

平成 18年 4月    琉球大学理学部教授従事 

平成 25年 4月〜平成 27年 3月 琉球大学附属図書館長併任 

平成 30年 4月〜令和 2年 3月 琉球大学理学部長併任 

令和 2年 3月 定年により退職 
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